
コミュニティ・スクールの推進に向けた

春日市学校評価システムの構築

平成２３年８月２９日
春日市教育委員会 太郎良 光男

◇ 面 積 ：１４．１５ｋ㎡
人 口 ：１０９，３６３人
人口密度：７７２９人／ｋ㎡
小学校１２校（７，６１３人）
中学校 ６校（３，８３１人）

○九州では、沖縄県の那覇市に次ぐ２番目に人口密度が高い地域である。
○市民の転出入が非常に多い地域である。
○市民の教育に対する関心度と市民の支援力が高い。

春 日 市 の 概 要



年 度 全 国 福岡県
春日市

小学校 中学校

１７年度 １７校 ３校 ２校 １校

１８年度 ５３校 ９校 ５校 ２校

１９年度 １９７校 １１校 ７校 ２校

２０年度 ３４１校 １７校 １２校 ２校

２１年度 ４７５校 １９校 ５校

２２年度 ６２９校 ３２校 ６校

２３年度以降 ７８９校

春日市コミュニティ・スクールの指定状況

校 長校 長

教 頭教 頭

運営委員会運営委員会

職員会議職員会議

教 務教 務

事 務 部事 務 部教 務 部教 務 部

保護者・地域住民の意見保護者・地域住民の意見

協働・責任分担方式協働・責任分担方式

春日市のコミュニティ・スクールの特徴（その１）



校 長校 長

教 頭教 頭

運営委員会運営委員会

職員会議職員会議

教 務教 務

事 務 部事 務 部教 務 部教 務 部

実働組織実働組織

春日市のコミュニティ・スクールの特徴（その２）

学校評価委員会
【構成】
校長、教頭、運営委員会
のメンバー
※自己評価の実施
【開催月】
随時に

児童・生徒・保護者・地域住民

教 育 委 員 会

自己評価書の報告

学校関係者評価の提出

委 嘱

改 善

支 援

相 談

協 議

・経営方針・自己評価
の説明・報告

・評価結果の説明・
報告

・意見

・要望

・説明責任

(評価の公表)
・意見、要望

『 学 校 』

学校運営協議会による関係者評価の実施と公表

学校関係者評価委員会
【構成】
１ 学校運営協議会委員
・保護者（ＰＴＡ役員等）
・地域住民(自治会役員等)
・学識経験者
・教育委員会職員

２ 接続学校の職員(幼･小･中･髙)

【開催月】（年２~３回）
４月 年間計画等
９月 前期評価
３月 最終評価と報告

・評価結果の公表

報 告

平成１７年度～春日市のコミュニティ・スクールの特徴（その３）

春日市の学校関係者評価



自己評価 学校関係者評価

［Ａ中学校運営協議会］

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

承
認
・
点
検

自己評価報告書 学校関係者評価報告書
（学校運営協議会議事録）

（毎月）

自己評価 学校関係者評価

［B小学校運営協議会］

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

承
認
・
点
検

自己評価報告書 学校関係者評価報告書
（学校運営協議会議事録）

（毎月）

自己評価 学校関係者評価

［C小学校運営協議会］

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ

承
認
・
点
検

自己評価報告書 学校関係者評価報告書
（学校運営協議会議事録）

（毎月）

春日市における第三者評価

A中学校区の小中学校
（中学校１校、小学校２校）

【 目 的 】

①学校運営協議会の改善を図る。
②学校運営協議会委員の資質向上。

春日市の課題は，学校運営協議会
の水準をいかに向上させるかにある。
そのためには，辛口のコメントがで
きる協議会委員を育てる必要がある。
その方策の１つとして，協議会が相
互に評価するシステムを導入する。

春日市の第三者評価委員会の目的 平成２１年度

学校評価委員会

学校関係者評価（Ｈ１７～）学校関係者評価（Ｈ１７～）

学校関係者評価員会
（全般的評価項目）

第 三 者 評 価（H21～22年）第 三 者 評 価（H21～22年）

第三者評価委員会
～教育委員会が組織を設置～

計画（Ｐ）

評価（Ｃ）

改善（Ａ） 実施（Ｄ）

委嘱

評価報告書

教育委員会教育委員会

指導・助言・支援評価報告書

学校だより、ホームページ、地域説明会
ＰＴＡ総会、ＰＴＡ新聞、地域回覧板等

計画（Ｐ）

各種データに基づく
学校の自己評価

評価（Ｃ）

改善（Ａ） 実施（Ｄ）

目標･評価結果目標･評価結果 の公表と説明の公表と説明

説明

意見

学校が主体的に行うＰＤＣＡ

観察
ヒアリ
ング
等

意
見

料
出

資
提

説
明

平成２１～２２年度春日市の第三者者評価



１校あたり、学識経験者（１名）、保護者代表（２名）、地域代表（２名）の計５名

１ 第三者評価委員会の構成

教育委員会が、専門的な知識を有するもの及びブロック校と直接関係を持たない学校運
営協議会委員の中から委嘱し、第三者評価委員会を設置する。

２ 第三者評価委員会の実施体制

○教育目標その他の教育上達成すべき目標の設定、達成に向けての取組の評価
○自己評価、学校関係者評価が適切に実施され、その評価結果が保護者等への公表な
どの学校経営全般についての評価

３ 第三者評価委員会の評価内容

○市内小学校１２校、中学校６校を中学校校区別に６ブロックに区分する。
○毎年１ブロックをモデル校に指定して実施する。（小学校２校、中学校１校）

中学校ブロック
第三者評価委員会（１５名）

Ａ中学校 第三者評価委員会（５名）

Ｂ小学校 第三者評価委員会（５名）

Ｃ小学校 第三者評価委員会（５名）

春日市の第三者評価委員会

学校評価の成果に対する実感について

２４．３％

３８．８％

２４．０％

春日市の学校評価に関するアンケート結果
平成２２度



学校における学校評価の取組について（N0.1）

①目標の共有

平成２２度

学校における学校評価の取組について（N0.２）

②プロセスの設計

③チーム力ある組
織

平成２２度



自己評価のためのアンケートの対象者

コミュニティ・スクールの推進状況



第三者評価の成果

① 第三者評価委員会の評価結果を、学校改善に生かす「評価対象校のための機
能」を図ることができた。

・「課題と改善策」に基づき、昨年度の取組ついて「新しく取り組もの」「改善して
取り組むもの」「継続して取り組むもの」を検討し、次年度に向けての計画に取
り入れた。

② 評価者が対象校から優れた取組を学び、自分が担当する学校に還元する「評
価者の学校のための機能」を実感できた。

・評価委員全員が、他校の学校評価を学ぶとともに、市内の学校評価の共通理解を図
ることができた。

第三者評価の方法、内容、学校訪問については研究していくことが必要だと思います。子ども
たちが「行きたくなる学校」「帰りたくなる家」になるように学校、家庭、地域社会がどう手を取り合
うかが課題です。そのためにも、第三者評価が、学校改善にどう生かされるかについて原点に
戻って考えることも大切だと思います。・・・・・子どもたちの悩みや苦しみに目を向けて心がすっき
りとなるような形ができればと思いますので、大人がどう手を取り合うかと言うことも大事になって
きます。
評価という堅苦しいイメージがつきまといますが、子どもにとって先生にとって温かい評価がで
き、学校改善につなぎ、ポジティブな学校文化になればと思っています。

第三者評価の課題

① 現行の第三者評価システムでは６年に１回の評価

③ 平成２２年から全小中学校がコミュニティ・スクールとなり、中学
校区の小中連携の推進

② 学校・評価者の多忙化につながらない第三者評価の在り方



学校関係者評価員会
（全般的評価項目）

意見

説明

教 育 委 員 会教 育 委 員 会

指導・助言・支援評価報告書

中学校区
学校関係者評価委員会
（小中連携に関する
共通評価項目）

説明

意見

充
実

学校が主体的に行うＰＤＣＡ

学校だより、ホームページ、地域説明会
ＰＴＡ総会、ＰＴＡ新聞、地域回覧板等

計画（Ｐ）

各種データに基づく
学校の自己評価

評価（Ｃ）

改善（Ａ） 実施（Ｄ）

目標･評価結果目標･評価結果 の公表と説明の公表と説明

学校関係者評価

平成２３年度～補完しあう二つの学校関係者評価のシステム化

＜目的＞
①子どもたちを学校･家庭・地域で９年間を通して共育する。
②学校関係者評価を充実させる。

Ａ小学校の
学校運営協議会代表

Ａ小学校の
学校運営協議会代表Ａ中学校区Ａ中学校区

Ａ中学校の
学校運営協議会代表

Ａ中学校の
学校運営協議会代表

Ｂ小学校の
学校運営協議会代表

Ｂ小学校の
学校運営協議会代表

Ｃ小学校の
学校運営協議会代表

Ｃ小学校の
学校運営協議会代表

中学校区学校関係者評価委員会

○生徒指導上に関すること（不登校、校則、子どもの接し方等）
○学力、体力、心の育成に関すること
○生活、学習習慣の形成に関すること
○小中合同の学校規則・交流会・相互支援に関すること

○生徒指導上に関すること（不登校、校則、子どもの接し方等）
○学力、体力、心の育成に関すること
○生活、学習習慣の形成に関すること
○小中合同の学校規則・交流会・相互支援に関すること

共通評価項目について相互に評価する

目標共有型課題解決型

共通評価項目（小中連携に関する取組）の設定共通評価項目（小中連携に関する取組）の設定



時期 自己評価及び学校関係者評価 中学校区学校関係者評価
４月 めざす学校像・年度の重点目標の

確認・年間教育計画・評価項目の
策定

５～ 学校関係者評価委員会による評価
６月 項目等の承認

学校自己評価シートの作成

１０月 前期自己評価・学校関係者評価
（進行状況のまとめ等）

１１～ 教育活動の評価・達成状況の
１２月 評価・分析

２月 後期自己評価

後期学校関係者評価

３月 評価結果に基づく改善
次年度の方策の検討

自己評価・学校関係者評価・中学校区学校関係者評価の評価計画

評価報告書作成・提出（１１月）

第１回中学校区学校関係者評価（６月）

第２回中学校区学校関係者評価（１１月）

評価結果を踏まえた指導・助言、支援

・小中連携にかかわる共通評価項目の設定
・目標達成に向けた具体的な取組設定確認
・各学校の状況等の情報交換

春日市教育委員会

・小中連携にかかわる共通評価項目に関する
自己評価、学校関係者評価の評価

本年度は、３中学校区の小中学校９校で実施している。
来年度は、全小中学校で実施する。
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